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午前１０時００分 開議

◎開議宣告

○議長（小林 勲君） おはようございま

す。

ただいまの出席議員は１４名であります。

定足数に達しておりますので、これから平

成２３年第３回美幌町議会定例会第４日目の

会議を開きます。

─────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（小林 勲君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の

規定により、１３番橋本博之さん、１番岡本

美代子さんを指名します。

─────────────────────

◎諸般の報告

○議長（小林 勲君） 諸般の報告を行いま

す。

諸般の報告については、事務局長から報告

させます。

○事務局長（高坂登貴雄君） 諸般の報告を

申し上げます。

本日の会議につきましては、お手元に配付

しております議事日程のとおりであります。

朗読については、省略させていただきま

す。

次に、地方自治法第１２１条の規定に基づ

く出席説明員につきましては、第１日目と同

様でありますので、御了承願います。

なお、本日、本多監査委員欠席の旨、届け

出がありました。

以上で諸般の報告を終わります。

─────────────────────

◎日程第２ 行政報告

○議長（小林 勲君） 日程第２ 町長から

行政報告があります。

町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 追加として

行政報告をさせていただきます。

追加行政報告といたしましては、町立国保

病院の医師確保についてであります。

勤務医師の負担軽減と将来を見据えた医師

確保に取り組んできた結果、病院見学を終え

た医師より、美幌町立国民健康保険病院の常

勤医師として赴任したい旨の意思表示があ

り、採用を決定したところであります。

採用します医師は、山口大学医学部卒業で

道内の公立病院にも勤務経験があり、現在、

山口県岩国市の岩国みなみ病院に勤務してい

る松岡功治医師４５歳であります。

松岡医師は、主に胃がんや大腸がんを初

め、肝臓、胆のう、膵臓疾患の手術を専門と

する日本消化器外科学会専門医、検診マンモ

グラフィー読影認定医などの資格を持ち、一

般外科、消化器外科、人工透析を担う医師と

して、３月３１日より着任を予定していると

ころであります。

これにより、常勤医師８名体制で診療に当

たることとなりますが、将来を見据えた医師

確保のため、今後も引き続き、地域医療を守

る観点から、医師確保対策に取り組んでいく

所存であります。

以上、行政報告をさせていただきました。

よろしくお願いをいたしたいと思います。

○議長（小林 勲君） ただいまの行政報告

について、質疑を許します。

質疑は、１人３回までといたします。

１０番杉原さん。

○１０番（杉原重美君） 追加報告がありま

したので、それでは私も、追加の一般質問で

はないけれども質疑をさせていただきます。

一昨日、私の一般質問の中で、ひょっとし

たらひょっとするかもという、におわせる答

弁がございましたので、非常に期待していた

ところです。まさかそのときに、わかってい

ながら伏せていた、きょうを待っていたとい

うような、そのような心の狭い町長ではない

と私は理解しておりますけれども、いずれに

しましても、今回、山口医大からすばらしい

経歴の先生が我が町に来ていただけるという

ことは、我々議会としても、町民としても大

歓迎であろうと、かように理解しておりま
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す。

中身を今、お伺いいたしましたが、松岡先

生という方は、胃がん、大腸がん、肝臓、胆

のう、膵臓、すごい内容で、本当に今、日本

でも求められている大きな大病の中をすべて

網羅している、日本消化器外科学会の専門医

であると。なおまた、マンモグラフィーの読

影認定医などの資格を持ち、一般外科、消化

器、透析ということで、すばらしい内容でご

ざいます。

そこで、お伺いするわけですが、我が国保

病院も、ある程度の高度医療の機器は最近そ

ろえてきて、充実しつつあるように思います

が、その辺の対応はいかがなことになります

か。今後は手術の件数も多くなるだろうと思

われますし、また、それこそ近隣の町村、及

び網走、北見のほうからも大挙して検診を受

けたいという可能性もなきにしもあらずかな

とひそかに希望しているわけですが、その辺

の対応は、どのようなことまでできるのかど

うか。

それから、もし可能であれば、先生方が求

められる中で、これがあればというような対

応がもし出てきた場合は、今後、もちろん松

岡先生と相談しながらということになりま

しょうが、その辺の腹づもりをお伺いしたい

なと、かように思っておりますし、それか

ら、また、３月３１日より着任ということに

なるのは、何となく、ちょっとそれは引っか

かるような気がいたしておりますが、その辺

のところと、それから、先生の住宅のほうは

どのような準備が可能なのか。先日、私はす

ばらしい邸宅をと申し上げましたが、間に合

うわけがないのはわかりますが、それなりの

恐らくお考えをお持ちであるかなと、かよう

に思っておりますので、その辺のところもあ

わせて、できれば御答弁願いたいなと、かよ

うに思っております。

○議長（小林 勲君） 町長。

○町長（土谷耕治君） きょう、行政報告を

させていただきました。実は、わかっていた

というより、議会開会前の週の週末に先生が

この美幌に来て、いろいろ見学していただき

ました。そのような中で、我々としてはぜひ

来ていただきたいということで、最終確認

が、おとといの夕方だったと思いますけれど

も、最終的に、先生も判断していただいた

し、私どもも議会の、特に一般質問でありま

したので、心強く先生の希望を受け入れて、

今回、来ていただくということになりまし

た。

お話のように、非常に幅広い技術をお持ち

な先生なので、これから先生と、どういうこ

とを先生に求めていくか、そして、それをど

う受け入れてくれるか。そのことによって機

器をどうするかというようなことが出てくる

と思いますので、早急に、その辺は先生と相

談して、対応できるものは、地域の住民の皆

さんが安心できる、特に産科の部分で言う

と、今、先生がおられないということで、特

に乳がんの対応としては、触診と視診と、そ

して、それにマンモが加わればいいというこ

となのでしょうけれども、その辺をどうでき

るかは、聞くところによると、マンモは１,

０００万円ぐらいするというような機器のよ

うでありますから、これは違ったらまた、事

務長から訂正していただきますけれども、そ

のようなことも、この先生にすべてをやって

くれということになると、なかなかまた、過

重になっても困りますので、その辺は先生と

相談しながらと思っております。

あと、３月３１日採用の件と住宅について

は、事務長のほうから御答弁させていただき

たいと思います。

○議長（小林 勲君） 病院事務長。

○病院事務長（大江勇司君） 今お尋ねの医

療機器への対応ということでございますが、

基本的には外科の手術については、現在そ

ろっているもので十分対応できると。ただ、

開腹、おなかを切らない腹腔鏡ですか、そう

いう、おなかに穴をあけてするような手術を

するというようなものについては、病院に備

えつけがございませんので、これはおおむね

１,０００万円ほどするようでありますけれ
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ども、これについては今後必要になってくる

のかなということで考えております。

それから、今、町長が発言しましたマンモ

グラフィーでありますけれども、これは本体

と、それから、それを画像処理する、附属す

るものというものが非常に、同じような金額

がかかるという部分もありますので、全部を

含めると３,０００万円前後というふうには

言われてはおります。

住宅につきましては、日の出に１戸建ての

住宅というので、たまたま新しく建った住宅

というのがございまして、予算のほうでも、

１名の増ということで予算も編成をしており

ました。何とか１名以上の医師は確保したい

という思いもありましたので、その家がある

という情報を得まして、仮押さえのような形

でキープをしておきました。病院までおおむ

ね、日の出稲美の北、公園のそばであります

ので、車で通勤をしていただくことになろう

かと思いますけれども、そういうことで、

オール電化の住宅で、新しいということで、

先生にも大変気に入っていただきました。

３月３１日の着任の件につきましては、現

在お勤めの岩国みなみ病院が３月３０日で退

職をされると。これは、あちらの病院のほう

で決めた日にちということで、空白をつくら

ないという意味で、引き続きこちらのほうで

ということになると３月３１日からと、こう

いうことになっていったというのがそういう

理由でございます。

以上でございます。

○議長（小林 勲君） １０番杉原さん。

○１０番（杉原重美君） わかりました。

本当に高度医療機器を、これから多少なり

とも、例えば今の御答弁の中でマンモ関係の

機器、１,０００万円ぐらいかなというの

と、それから腹腔鏡の機器ですか、そういう

あたりを含めたら、結構、ある程度かかるだ

ろうということを今お伺いしました。

やはり、せっかくの優秀な技術がありまし

ても、それが万全に対応できないようでは宝

の持ち腐れということもありますし、できる

だけ、我々としましても、しっかりした設備

をしていただきまして、何とか国保病院が、

我が町に存在感を示しながら、すばらしい環

境になっていけばいいなと思います。

ついでで申しわけありませんが、ナースの

ほうの対応は十分なのでしょうね。大分、今

度はちょっと違ってくることが出てくるのか

なというような感じがしておりますが、その

辺のほうもそれなりに万全の対応をしなけれ

ばならないだろうと思います。そのあたりの

ことを簡単に、おわかりでしたら説明いただ

きまして、終わりたいと思います。

○議長（小林 勲君） 病院事務長。

○病院事務長（大江勇司君） 看護師のほう

の対応でありますけれども、１０対１という

ことで届け出をしておりますけれども、２３

年度も、現在、正看護師につきましては定数

は確保できる。つい先日、応募があったとい

うようなことから、欠員なく２３年度はス

タートできるということでございます。

手術への対応でありますけれども、これは

手術経験のある看護師、あるいは、医師のほ

うも十分その辺は承知の上で御着任される

と。当然、手術に関しても、経験ある看護師

もたくさんおりますので、そのあたりは御安

心をいただきたいというふうに考えておりま

す。

○議長（小林 勲君） ほかに質疑ありませ

んか。

７番大江さん。

○７番（大江道男君） ただいま追加行政報

告がありまして、念願の医師が確保できたと

いうことについては大変うれしく思っており

ます。

特に、私も所属しております総務文教厚生

常任委員会の所管事項でもあるということ

で、先進地を視察をしながら、どうやって地

域医療を守っていくのかということを担当も

していたと。その一員でもありまして、行政

側の努力が功を奏したというふうに評価をし

ております。

それで、基本的な部分で御確認したいので
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すが、外科の手術ができるよと。しかも、が

んを中心といたしまして大丈夫だということ

になりますと、再度確認いたしますが、機器

は若干不足をしているが、そう大きな金額で

はないと。スタッフもそろっているというこ

とで、早晩、地元の皆さんの期待に十二分に

こたえられる体制にあるというふうに確認を

したいのですが、その部分について再度、御

説明をいただきたいというのが１点です。

もう一つは、かねてから５人の体制になる

ということで、過重労働が大変心配されてお

りました。夜間救急も返上しなければならな

いのか、あるいは、民間の開業医の皆さんに

も大変御協力いただいておりまして、自分た

ちも参加するから何とかこの体制を維持しよ

うというような、どん底の状態も一時見られ

たのですが、今回、１名のお医者さんの確保

によりまして、過重労働の解消と夜間救急病

院の医療体制については、どの程度安心でき

る状態になっているのか、この部分をぜひお

聞かせいただきたいと。

また、非常勤の医師などについても、昨年

４月から、北大病院からは派遣停止というよ

うな状況もありまして、全体の状況もまだま

だ予断を許さないという状況もあるのかなと

いうように思っておりまして、それらも含め

て、現在の、浮かれてばかりもいられないの

かなというように思いますので、国保病院の

医療体制の現状について、再度、御確認をさ

せていただければと思います。

○議長（小林 勲君） 病院事務長。

○病院事務長（大江勇司君） 地元の期待に

こたえられるかということでありますけれど

も、今度来られます松岡先生、手術の経験は

もう非常に、症例が多いということはおわか

りいただけたと思いますけれども、このほか

に、実は麻酔の経験も非常におありというこ

とで、松岡先生のお言葉をかりれば、麻酔は

得意ですということをおっしゃっていただい

ております。

また、上部消化管、下部消化管、いわゆる

胃カメラとか、そういう部分についても、そ

ういうことも十分経験がおありと。非常に得

意としている分野であるということでお聞き

をしておりまして、大変、このことについて

は、十分地域の、北見へ行かなくても美幌で

手術ができる環境というものが非常に整った

のではないかなというふうに期待をしていた

だきたいと思っております。

また、当直の回数の関係等でありますけれ

ども、大江議員おっしゃられますように、平

成２１年のちょうど秋、年末にかけまして

は、１人の先生が月に５回当直をしなければ

ならないということがありまして、大変な状

況がございました。このときは医師５名体制

ということでありました。昨年、４月、５月

と先生が着任をされまして、現在７名体制と

いうことで、月平均の１人当たりの当直回数

が、今は２.９回でございます。ですから、

１人の先生がおおむね月３回当直をしている

ということでございます。

ちなみに、先ほど言いましたピーク時に

は、月に５回の当直もあったというときもご

ざいました。

松岡先生がいらして、全科当直もやってい

ただけますので、そういうふうになります

と、月２.５回ほどということになりますの

で、月３回の当直の月と月２回の当直の月

が、ほぼそういうサイクルで当直をしていた

だくような環境になるのかなというふうに考

えております。

また、週末の非常勤の医師の関係でありま

すけれども、金曜日の当直から日曜日の日直

まで、いわゆる２当直２日直を外部の非常勤

医師にお願いをしておりますけれども、昨年

４月から、第３週、第４週、北大の第３内科

にお願いしておりましたけれども、来られな

くなりました。この部分につきましては、道

内の固定の先生、決まった先生と、それか

ら、遠方でありますけれども岐阜県の先生と

いうことで、２人の先生で、あと、第１、第

２、第５につきましては札幌医科大学の第１

外科ということで、そういうサイクルで、２

３年度につきましては、第１、第２は札幌医
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科大学で変わりませんが、第５週について

は、これは今後、非常勤で対応していきた

い。

現在のところ、道内の先生、それから道外

の先生とも、２３年につきましては、もうス

ケジュールを決めまして、２３年の金曜日の

当直から日曜日の日直までについては、も

う、医大のほうのオーケーもとれております

ので、週末についての勤務体制についても問

題はないというふうに考えております。

○議長（小林 勲君） ほかに質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小林 勲君） 以上で質疑を終わり

ます。

これで、行政報告を終わります。

─────────────────────

◎日程第３ 議案第２０号から

議案第３１号まで

○議長（小林 勲君） 日程第３ 議案第２

０号北海道町村議会議員公務災害補償等組合

規約の変更についてから議案第３１号平成２

３年度美幌町病院事業会計予算についてまで

の１２件を議題といたします。

昨日に引き続き、各会派で疑問点などを整

理するために、暫時休憩をします。

再開は、おおむね１５時をめどといたしま

すが、状況に応じて再開しますので、御了承

をお願いします。

暫時休憩をいたします。

午前１０時２２分 休憩

────────────────

午後 ３時０４分 再開

○議長（小林 勲君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎延会の議決

○議長（小林 勲君） お諮りします。

本日の会議は、これで延会いたしたいと思

いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小林 勲君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本日はこれで延会することに

決定しました。

─────────────────────

◎延会宣告

○議長（小林 勲君） 本日は、これで延会

いたします。

午後 ３時０５分 延会
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美 幌 町 議 会 議 長
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